
 表１ 2020年度小6教科書（東京書籍版）と私のプランの比較 

教科書（□中単元名・■学習問題・主な《絵図》） 私のプランと主に扱う《絵図》 

□ 戦国の世から天下統一へ 

1戦国大名の登場《長篠合戦図屏風》 

□ 戦国の世からいくさのない世の中へ 

1《長篠合戦図屏風》 

2天下統一を進めた二人の武将 

■織田信長・豊臣秀吉は、どのようにして戦国の世をおさ

めていったか 

2安土城と城下町 

3ヨーロッパ人の来航 3南蛮貿易と堺のまち 

4安土城と織田信長 4豊臣の大阪城 

5大阪城と豊臣秀吉 5検地と刀狩り 

6まとめる（ミニパネルディスカッション） □ 徳川の大阪城と大阪のまち 

□ 江戸幕府と政治の安定 

7徳川家康と江戸幕府 

■江戸幕府は、どのようにして力を強め、政治を安定させ

ようとしたか 

6豊臣の城と徳川の城 

《豊臣の大阪城、徳川の大阪城》 

『大阪城とまち物語』より 

8将軍による支配の安定 7大阪城への登城行列 

9大名の取り締まりと参勤交代《加賀藩の参勤交代の図》 《七日市藩主大坂城登城図》 

10人々のくらしと身分 8新田開発と大和川のつけかえ 

11キリスト教の禁止と鎖国 9備中ぐわと千歯こき 

12まとめる・ひろげる・絵巻で見る江戸時代の人  々 10蔵屋敷と米市場 

□ 町人の文化と新しい学問 

《江戸両国橋付近の様子》 

13江戸や大阪のまちと人々のくらし 

■江戸時代の後半には、どのような新しい文化や学問が生

まれ、社会にどのように広がったのでしょうか 

11江戸時代の天神祭 

《浪速天満祭》 

12大阪のみなとと船運 

《菱垣新綿番船川口出帆之図》 

《正徳四年大坂移出入商品番付表》パネル 

14人々が歌舞伎や浮世絵を楽しむ 13歌舞伎や浮世絵 

15新しい学問・蘭学 14適塾と新しい学問 

16国学の発展と新しい時代の動き 15新しい時代へ 

17まとめる・ひろげる 16・17キャッチフレーズとポスターづくり 

 



表 2 一時間の授業のめあてと展開 

《めあて》 

1，『浪速天満祭』に描かれている人々の様子を読み解く。 

2，人々の様子から、この絵の作者の描きたかったことを考える。 
《展開》 

 発問・指示 指導上の留意点（反応の予想） 
導入（つかむ） T この絵は、次のうちのどの祭の絵か？理

由も含めて言ってください。 

A天神祭 B祇園祭 C神田祭 

C 題に書いてある。橋や川が多

い。祇園祭の山鉾がない。神田祭は

知らない。今の天神祭みたい。 
 
展開 1（確かめ

る） 

T 絵の中の次のものを探して、色鉛筆で○

をしてください。 

① 難波橋（なにわばし）と天神橋 
② 地車（だんじり） 
③ 神輿の乗ってる船 
④ 人形（お迎え人形）の乗っている船 
⑤ 屋根のない舟（肥し舟） 
⑥ 茶屋 
⑦ 花火 
T できた人は、⑧大阪城（櫓と石垣）、⑨今

橋の屋敷（両替商の屋敷）⑧うすだいだい

⑨ちゃいろの色を塗ろう。 

・12 色の色鉛筆を用意 
・次の指定の色で○で囲む。（7 色） 
① だいだいいろ 
② きみどり 
③ みどり 
④ むらさき 
⑤ ももいろ 
⑥ あお 
⑦ きいろ 
・探す時に、隣との教えあい等を促

す。 
・遠景は○でなく、色を塗る。 

 
展開 2（考え

る） 

T 一つひとつ確かめよう。 
②③④は祭りに参加している人たち、①の

橋の上と⑤⑥は祭りを見物している人た

ち。 
T この絵の作者が描きたかったことはなに

かな。理由も含めてグループで話し合お

う。 

・⑤肥し舟で、近郊の農村からいつ

もは市内に肥を買い取りに来る舟。

百姓の舟だろうね。 
・橋の上では、見物人も踊っている

ね。 
・花火も江戸時代から打ち上げられ

ていたんだね。 
 
まとめ（発表す

る、ノートで振

り返る） 

 

 

 

次時の予告 

T グループ毎に発表してもらいます。なぜ

そう言えるのかの理由も含めて発表してく

ださい。 

 
T 今日自分が学んだことをノートに書いて

おこう。（通信に載せる） 

T 今度の時間は、祭りではなく、港の様子

を描いた絵をもとに考えます。 

・一番描きたいことが手前に来る。 
・両替商の屋敷や大阪城も描いてい

るが遠くに見えている。 
・これだけ多くの人が楽しんでい

る。それだけくらしに余裕ができた

んだな。 
・『菱垣新綿番船川口出帆之図』 
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